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町
長
コ
ラ
ム

輝
く
瞳

　
ふ
き
の
と
う
、
土
筆
、
そ
し
て
よ
う
や
く
、
こ
ぶ

し
の
花
が
咲
き
始
め
ま
し
た
。
４
月
は
再
生
の
時
。

と
り
わ
け
雪
が
多
か
っ
た
今
年
は
、
春
の
訪
れ
が
う

れ
し
く
、
草
花
の
生
命
力
、
再
生
力
に
改
め
て
驚
か

さ
れ
ま
す
。
先
日
、
ほ
ほ
え
み
保
育
園
の
入
園
式
、

舟
形
小
学
校
、
舟
形
中
学
校
の
入
学
式
が
そ
れ
ぞ
れ

行
わ
れ
ま
し
た
。
制
服
も
靴
も
す
べ
て
が
真
新
し
い

初
々
し
い
子
ど
も
た
ち
。
希
望
が
い
っ
ぱ
い
、
で
も

不
安
も
少
し
、
そ
ん
な
表
情
の
中
で
瞳
は
キ
ラ
キ
ラ

と
輝
い
て
い
ま
し
た
。
こ
の
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
瞳
に
、

私
た
ち
は
、
ど
ん
な
舟
形
の
将
来
の
姿
を
見
せ
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
子
ど
も
た
ち
は
、

舟
形
町
の
将
来
を
担
っ
て
く
れ
る
大
事
な
宝
物
で
す
。

大
人
に
な
っ
た
と
き
、
舟
形
町
に
住
ん
で
い
て
良
か

っ
た
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
私
た
ち
は
努
力

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
４
月
、
平
成
30
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
自
宅
玄

関
先
ま
で
迎
え
に
行
く
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

な
ど
、
新
た
な
政
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
と
総
括
を
繰
り
返
し
、
「
住
ん
で
い
る

人
が
誇
れ
る
ま
ち
、
豊
か
な
舟
形
」
を
目
指
し
て
、

が
ん
ば
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

森

　富
広

もくじ ～Contents～
ふなぴく

平成30年度当初予算概要

人事異動、町内役員

知事と若者の地域創生ミーティングin舟形

再生可能エネルギー補助金

第７回ヒストリックカーミーティングin舟形

まちのわだい

ふれあい広場

青いシグナル、ぽっぽ舎通信

舟恋、カメラアングル、戸籍の窓

シリーズ「縄文の風」

……

……

……

　…

　…

 　…

…

…

…

…

…

・「広報ふながた」学生へ無料配布
・資格取得を応援します

p3
p4

p10
p12
p13
p14

p19
p18

p16

p20

p8

つ
く
し

｜広報ふながた 30.４３ 広報ふながた 30.４｜２

　４月７日に舟形小学校で入学式が
行われました。同日は舟形中学校で
も入学式が、６日にはほほえみ保育
園で入園式が行われました。保育園
の年少児は30名、新入学者は小学
校35名、中学校47名です。みなさ
ん、おめでとうございます。

ふなぴく ～ふながたの気になった話題、写真などをピックアップ～
・・ ・　・

　
４
月
１
日
、
舟
形
町
観
光
物
産
セ
ン
タ

ー
め
が
み
で
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
出
発
式
で
は
、
㈲
星
川
タ
ク
シ
ー
の
星

川
眞
一
郎
代
表
、
森
町
長
、
八
鍬
町
議
会

議
長
、
庄
司
副
町
長
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
が
行
わ
れ
た
後
、
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ

ク
シ
ー
の
車
体
に
貼
る
マ
グ
ネ
ッ
ト
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
お
世

話
に
な
っ
た
町
営
バ
ス
と
こ
れ
か
ら
使
用

さ
れ
る
タ
ク
シ
ー
も
並
べ
ら
れ
、
盛
大
に

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
船
出
を
祝

い
ま
し
た
。

　
当
日
、
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
を

利
用
し
て
会
場
ま
で
い
ら
し
た
方
は
、

「
自
宅
ま
で
迎
え
に
来
て
く
れ
て
、
と
て

も
便
利
で
よ
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

▼
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利
用
方
法
／

①
前
日
の
午
後
５
時
ま
で
に
、
電
話
で
星

　
川
タ
ク
シ
ー
へ
予
約
し
ま
す
。

　☎
（
32
）
２
０
１
０

②
【
往
路
】
自
宅
ま
で
迎
え
に
行
き
、
目

　
的
地
ま
で
送
り
ま
す
。（
バ
ス
停
路
線
上
）

③
【
復
路
】
バ
ス
停
路
線
上
か
ら
自
宅
ま

　
で
送
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
／

舟
形
町
ま
ち
づ
く
り
課
地
域
支
援
係

　☎
（
32
）
２
１
１
１
（
内
線
357
）

舟形町の新たな足
　デマンド型乗合タクシー出発式



子育て
▼小学校管理事業　　　　　　　　 1,620万円
舟形小学校のトイレをすべて洋式化します。

▼新生児聴覚検査事業　　　　　　　 18万円
新生児の早い時期に聴覚検査を行い、障がいの
早期発見を支援します。

克　雪
▼ロータリ除雪車購入事業　　　　 7,200万円
ロータリ除雪車1台を更新し、小型ロータリ除
雪車1台を増台することで、よりきめ細やかな
除雪を実施します。

舟形♥
▼公共交通事業　　　　　　　　　 1,190万円
町営バスからデマンド型乗合タクシー運行に切
り替え、みなさんが利用しやすい公共交通を目
指します。

▼町営住宅管理事業　　　　　　　 3,550万円
町営住宅３号棟の長寿命化等改修を実施します。
平成30年度は浴室のユニット化、給湯設備工
事を予定しています。

▼民間賃貸共同住宅等建設支援事業 1,000万円
安心して町に住み続けられるよう、共同住宅を
建設する事業者を支援します。

▼住宅確保要配慮者専用賃貸住宅改修支援事業　200万円
賃貸住宅として県に登録した住宅の改修費に対
する支援を行います。

舟形の元気をつくります舟形の元気をつくります
農　業
▼衛星システム開発事業　　　　　　 120万円
舟形産米のブランドを確立するため、衛星を利
用したシステムを開発します。

▼経営体育成支援事業費補助金　　 1,324万円
国庫補助金を活用した農業用機械導入事業へ、
町のかさ上げを行います。

▼農業農村整備事業　　　　　　 　7,998万円
施設改修や圃場整備事業を実施することで、生
産コストを抑え、高収益な作物へ取り組みやす
くします。

商工業
▼商工業活力アップ推進事業　　　　 400万円
町商工業の更なる活力向上を推進するため、継
続して商工業者を支援。移動販売車購入補助等。

交　流
▼若あゆ温泉等管理事業　　　　　 8,830万円
休憩施設棟の改修を行い、長寿命化を図るとと
もに誘客を推進します。

▼中古農機導入促進事業補助金　  　 400万円
主食用米を生産する農家2戸以上が、共同で利
用する中古農機の購入を支援します。

▼産地パワーアップ事業費補助金　 2,827万円
意欲のある農家が高収益な作物に取り組んだり、
面積を拡大できるよう農機具購入を支援します。

▼観光物産センター管理事業　　 　  698万円
ＳＮＳを活用した情報発信と観光ＰＲを充実強
化するとともに、営業時間を延長します。

オール舟形でまちづくりをしますオール舟形でまちづくりをします
人　材
▼孫プロジェクト事業　　　　　　　285万円
町内外の孫たち若い世代に、町の魅力や働く場
等を紹介し、若者の増加を目指します。

協　働
▼町総合戦略推進事業　　　　　　　340万円
各地域の現状や課題を洗い出すための、地域カ
ルテ作成に向けた話し合いを強化していきます。

安全安心
▼高齢者先進安全事業 　　　　　　　 50万円
先進安全自動車（自動ブレーキ登載車等）の購
入に対する支援を行い、高齢運転者の交通事故
防止を図ります。

▼非常備消防事業 　　　　　　　　1,223万円
消防団員の活動服を新基準に更新し、安全安心
なまちづくりを行います。

▼消防施設事業 　　　　　　　　　2,211万円
小型ポンプ付消防積載車２台購入、防火水槽解
体工事等を実施。

▼各種検定試験費用補助金　　　　　 24万円
子どもたちの学力向上のため、算数・数学検定
の費用を助成します。

▼ふるさとづくり応援事業　　　　　　３億円
ふるさと納税による皆様の想いをまちづくりに
反映します。

▼空き家対策事業　　　　　　　　　211万円
空き家解体への支援を拡充します。

▼社会福祉総務事業　　　　　　　 2,036万円
町社会福祉協議会の活動などを支援します。

ずうーっと舟形に住んでもらえるようにしますずうーっと舟形に住んでもらえるようにします

おも

｜広報ふながた 30.４5 広報ふながた 30.４｜4

平成 30年度

当初予算概要
　当初予算は、年度ごとに、町のみなさんが安心して暮らせるための事業を見積り編成さ
れるもので、３月の町議会定例会で議決されました。
　少子高齢化をはじめとする社会環境の変化を踏まえ、将来にわたり持続可能な財政運営
の確保を目指し、オール舟形で「住んでいる人が誇れるまち、豊かな舟形」の実現に向け
た、今年度の主な事業について紹介します。

特集：当初予算概要 特集：当初予算概要

▼放課後わかあゆ塾委託事業　　   　 331万円
放課後に塾を開校し学力の向上を図ります。
※対象者…小学５・６年生、中学１～３年生。
　昨年度より回数を増やします。

▼生活道路整備事業　　　　　　　   350万円
町が除雪車で除雪を代行できるよう、私道の舗
装整備を支援します。

▼日本一の給食食育推進事業　　　　 566万円
子どもたちが元気で健やかに成長し愛郷心を持
てるよう、日本一おいしい給食を提供します。



平成27年度

前年度比　5億4,500万円減額（△11.2％）

　特定の目的のために一般会計と
区別して経理しているお金です。
舟形町には５つの特別会計と１つ
の企業会計があります。
　減額となった主な要因として、
沖の原浄水場新設事業が終了した
ことなどがあります。

平成30年度
一般会計当初予算

私たち１人当たりの
歳出予算額

私たち１人当たりの
町税額

人件費：町職員の給料
や町議会議員・各種委
員の報酬など。

普通建設事業費：道
路・歩道など社会資
本整備や農業基盤の
整備など。

物件費：賃金、旅費、
使用料、用紙代、電話
代、備品購入費など消
費的性質の経費。 自主財源：町税など町が独自に確保できる収入のこと。歳入全体に占める割合は

31.8%にとどまっています。
依存財源：国や県から定められた額が交付されたり、割り当てられたりする収入のこ
と。舟形町は地方交付税などに歳入の多くを依存しています。

地方交付税：全国の市町村
の財政力のバランスをとる
ために国が配分するお金。

国庫支出金：町が行
う事業に対する国か
らの補助金。

町債：道路や教育施設、
消防設備の整備などの
ために借り入れるお金。

繰入金：町が積み立てて
いたお金を、事業実施の
ために取り崩すお金。

町税：町内の法人や住民
の方に納められる税金。

繰出金：下水道などの
特別会計に対して支出
される経費。

補助費等：町内会への補助
金や団体などの運営費補助
金、負担金など。

公債費：これま
で借りたお金の
返済。

74,292円74,292円790,889円790,889円

｜広報ふながた 30.４7 広報ふながた 30.４｜6

特集：当初予算概要 特集：当初予算概要

特別会計・企業会計
当初予算

私たち１人当たりの【目的別】歳出予算額

前年度比　4億5,853万円減額（△17.3％）
事 業 名

項　目 １人当たりの予算額 説 　 　 明

国民健康保険事業会計

後期高齢者医療事業会計

介護保険事業会計

農業集落排水事業会計

公共下水道事業会計

水道事業会計

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災害復旧費

公 債 費

予 備 費

１３,４０５円
１６２,６２４円
１５６,３８５円
３３,５３１円
８２,５０５円
１５,８８３円

１４５,９４１円
２９,６６６円
６０,２６７円
３,１９０円

８６,９４３円
５４９円

議会の運営に使います。

行政全般の運営管理に使います。

障がい者や高齢者、子育てなどの福祉に使います。

保健や環境・衛生の向上などに使います。

農業や林業などの振興・管理や整備に使います。

商業や工業、観光の振興に使います。

道路や橋、町営住宅、公園の整備などに使います。

消防や防災、消防団の活動などに使います。

小中学校や中央公民館図書館、体育館などの管理運営に使います。

災害被害の復旧などに使います。

町債（町の借金）の返済に使います。

緊急な対応が必要な場合に備えるお金です。

（△19.4%）

（＋8.2%）

（△2.0%）

（＋3.4%）

（△6.0%）

（△49.2％）

6億1,750万円

7,440万円

7億5,640万円

2億3,700万円

1億9,530万円

3億0,518万円

予 算 額（伸び率）

21億8,578万円21億8,578万円

補助費等
7億0,816万円
16.4%

普通建設事業費
6億2,266万円
14.4%

物件費
6億9,983万円
16.2%

公債費
4億7,523万円
11.0%

扶助費
2億7,999万円

6.5%

人件費
6億7,580万円
15.6%

町税
4億0,608万円

9.4%

寄附金
3億円
6.9%

自主
財源

依存
財源

繰入金
4億6,297万円
10.7%

地方交付税
18億1,000万円

41.9%

県支出金
3億1,303万円

7.2%

町債
4億7,410万円
11.0%

繰出金
5億8,090万円
13.4%

その他
経費

一般行政経費

義務的
経費投資的

経費

維持補修費
1億8,541万円　4.3%

災害復旧事業費
 833万円　0.2%

その他
 900万円　0.2%

積立金
 7,769万円　1.8%

国庫支出金
2億2,500万円　5.2%

分担金及び負担金　1億0,088万円　2.3%

使用料及び手数料　3,871万円　0.9%

財産収入など　6,793万円　1.6%

地方譲与税　3,100万円　0.7%

各種交付金　9,330万円　2.2%

歳出 歳入

43億2,300万円43億2,300万円



｜広報ふながた 30.４9 広報ふながた 30.４｜8

町内　役職 町　内　会　長 納税組合長 衛生組合長 農事実行組合長 公　民　館　長 隣組数町報等配布戸数

町内会役員 平成30年度の町内会役員のみなさんをお知らせします。

平
成
30
年
度
の
町
職
員
の
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

課
長
級
◆
総
務
課
長（
併
）選
挙
管
理
委
員

会
書
記
長
／
伊
藤
幸
一（
ま
ち
づ
く
り
課

長
）◆
住
民
税
務
課
長
／
須
貝
孝
子（
会
計

管
理
者（
兼
）会
計
室
長
）◆
農
業
振
興
課

長（
併
）農
業
委
員
会
事
務
局
長
／
伊
藤
誠

宏（
住
民
税
務
課
長
）◆
ま
ち
づ
く
り
課
長

（
兼
）堀
内
出
張
所
長(

兼)

生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
所
長（
兼
）長
沢
交
流
セ
ン
タ
ー
所
長

（
兼
）富
長
交
流
セ
ン
タ
ー
所
長（
兼
）農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
所
長（
兼
）観
光
物
産

セ
ン
タ
ー
所
長
／
小
野
芳
喜（
農
業
振
興
課

長（
併
）農
業
委
員
会
事
務
局
長
）◆
会
計

管
理
者（
兼
）会
計
室
長
／
相
馬
昇（
住
民

税
務
課
長
補
佐
）◆
住
民
税
務
課
主
幹

（
兼
）危
機
管
理
室
長（
兼
）生
活
安
全
係
長

／
伊
藤
茂
樹（
総
務
課
長
補
佐
）
　
　

課
長
補
佐
級
◆
教
育
委
員
会
教
育
課
長
補

佐
／
鍛
冶
紀
邦（
ま
ち
づ
く
り
課
長
補
佐
）

◆
住
民
税
務
課
長
補
佐
／
大
場
正
江（
住

民
税
務
課
長
補
佐
税
務
担
当
）◆
総
務
課

長
補
佐
／
沼
澤
一
征（
総
務
課
長
補
佐
財
政

担
当（
兼
）管
財
係
長
）◆
ま
ち
づ
く
り
課
長

補
佐
／
曽
根
田
健（
ま
ち
づ
く
り
課
長
補
佐

企
画
調
整
・
地
域
支
援
担
当（
兼
）地
域
支

町職員

援
係
長
）◆
教
育
委
員
会
教
育
課
長
補
佐

社
会
教
育
・
社
会
体
育
担
当（
兼
）社
会
体

育
係
長
／
沼
澤
豊
通（
ま
ち
づ
く
り
課
長
補

佐
商
工
支
援
・
交
流
促
進
担
当
）◆
住
民
税

務
課
長
補
佐
住
民
担
当（
兼
）住
民
係
長
／

大
場
君
博（
教
育
委
員
会
教
育
課
長
補
佐

学
事
担
当
）◆
地
域
整
備
課
長
補
佐
農
村

整
備
担
当
／
相
馬
広
志（
地
域
整
備
課
農

村
整
備
主
査（
兼
）農
村
整
備
係
長
）◆
総

務
課
長
補
佐
総
務
担
当
／
佐
藤
仁（
総
務

課
総
務
主
査
）

主
査
級
◆
総
務
課
管
財
主
査（
兼
）管
財
係

長
／
斉
藤
広
志（
地
域
整
備
課
水
道
主
査

（
兼
）水
道
係
長
）◆
ま
ち
づ
く
り
課
交
流
促

進
主
査
／
八
鍬
俊
勝（
住
民
税
務
課
住
民

主
査（
兼
）住
民
係
長
◆
健
康
福
祉
課
地
域

保
健
主
査（
兼
）地
域
保
健
係
長（
兼
）子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
主
査
／
原
田

真
由
美（
健
康
福
祉
課
地
域
保
健
係
長

（
兼
）子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係

長
）◆
教
育
委
員
会
教
育
課
社
会
教
育
主

査（
兼
）社
会
教
育
係
長
／
豊
岡
将
志（
教

育
委
員
会
教
育
課
社
会
教
育
係
長
）◆
住

民
税
務
課
税
務
主
査（
兼
）税
務
係
長
／
大

　 野 　
　 幅 　
長 尾
内 山
長 沢 第 １
長 沢 第 ２
長 沢 第 ３
経 壇 原
大 平

一 の 関

舟 形 第 １
舟 形 第 ２

舟 形 第 ３

舟 形 第 ４
紫 山
向 山
沖 の 原
西 堀
木 友
小 松
長 者 原
福 寿 野
富 田 第 １
富 田 第 ２
太 折
馬 形
瀬 脇

堀 内

実 栗 屋

洲 崎

横 山
真 木 野
新 堀
西 又
松 橋

矢 野 　 正
阿 部 太 悦
伊　藤　　　茂
伊 藤 正 信
高 橋 広 幸
齊 藤 　 徹
高　橋　権四郎
浅 沼 利 郎
海 藤 俊 雄

渡 邉 重 則

南 　 勝 雅
沼 澤 清 一

星 川 　 基

伊 藤 暢 英
八 鍬 昌 幸
佐 藤 公 生
稲 毛 　 巧
伊 藤 清 紀
庄 司 　 均
斉 藤 　 覺
相 馬 静 夫
奥 山 恵 司
長 沼 忠 雄
井 上 清 正
庄 司 正 宏
仲 川 栄 次
安 逹 忠 治

矢 作 昌 孝

富 樫 定 好

東海林　　　孝

成 澤 善 一
海 藤 昭 悦
海 藤 　 敦
佐 藤 浩 子
齊 藤 静 夫

伊 藤 健 一
伊 藤 英 一
佐　藤　昭　一
髙 橋 明 彦
叶 内 範 夫
齊 藤 　 徹
大 場 道 春
佐 藤 喜 一
伊 藤 　 勉
沼 沢 重 幸
伊 藤 　 剛
沼 沢 弘 明
沼 澤 伸 彦

沼 澤 　 陽

有 路 正 文
松 本 正 人

－
松 田 清 司
阿 部 孝 行
三 浦 幸 清
斉 藤 　 覺
小 國 秀 直
奥 山 謙 三
森 　 　 晃
石 山 千 浪
庄　司 喜代治
中 島 辰 一
小 野 芳 喜
加 藤 　 孝
髙 山 俊 幸
成 澤 清 美
東海林　勇　吉
伊 藤 廣 好
阿 部 　 啓
森 　 浩 哉
小 野 義 昭
海 藤 吉 一

－
斉 藤 新 一

大 場 恭 裕
伊 藤 貴 大
八 鍬 孝 明
山 崎 和 男
大 場 靖 春
叶 内 精 美
伊 藤 義 昭
大 場 義 明
尾 崎 隆 悦

沼 澤 哲 也

鈴 木 廣 友
星 川 俊 一
下 山 　 淳
中 嶌 英 治
柏 倉 正 仁
渡 辺 勝 善
佐 藤 公 生
豊 岡 一 幸
横　尾　友紀雄
佐 藤 光 晴
斉 藤 　 覺
信 夫 保 男
奥 山 謙 三
加 藤 寿 美
進 藤 春 男
庄　司　　　洋
中 　 繁 德
小 野 芳 喜

髙 山 順 一

矢 作 照 彦

冨 樫 政 光

須 藤 義 正
小 野 　 滿
森　　　勇　次
斉 藤 忠 男
松 井 幸 男

伊 藤 邦 雄
伊 藤 秀 樹
佐 藤 昭 一
野 尻 和 彦
髙 橋 清 利

叶 内 公 直

大 場 誠 一
伊 藤 信 一

伊 藤 健 一

星 川 賢 二
伊 藤 　 清

佐 藤 政 志

－
八 鍬 　 太

－
佐 藤 　 勇

－
－
－

叶 内 栄 一
戸　塚　寿美雄
信 夫 　 清
森　　　正　信
佐　藤　　　隆
武 田 　 仁
小 野 芳 喜

石 井 安 信
阿 部 富 喜
　
門 脇 敏 春

荒 澤 広 光

森 　 秀 一
海　藤　芙美子
樋　渡　幸一郎
斉 藤 秀 一
齊 藤 一 春

伊 藤 卓 雄
阿 部 太 悦
佐　藤　真智子
伊 藤 　 健

浅 沼 耕 一

叶 内 金 哉
伊 藤 寿 明

沼 澤 卓 徳

－

渡 邉 辰 夫
－

海 藤 克 美
渡 辺 　 正
星 川 　 功

－
髙 橋 則 雄
高 橋 隆 二

石 山 栄 一

庄 司 松 雄
武 田 　 仁

－

伊　藤　千代喜

東海林　一　彦

阿 部 弘 明

芳 賀 真 一
海 藤 昭 悦
海 藤 　 敦
齊 藤 信 行
斉　藤　盛志郎

場
由
美
子（
住
民
税
務
課
税
務
係
長
）

係
長
級
◆
地
域
整
備
課
水
道
係
長
／
松
本

正
人（
教
育
委
員
会
教
育
課
社
会
体
育
係

長
）◆
地
域
整
備
課
農
村
整
備
係
長
／
沼

澤
辰
成（
地
域
整
備
課
建
設
整
備
係
長
）◆

ま
ち
づ
く
り
課
地
域
支
援
係
長
／
石
川
忍

（
議
会
事
務
局
係
長（
併
）監
査
委
員
事
務

局
係
長
）

主
任
級
◆
総
務
課
付
主
任
山
形
県
市
町
村

課
理
財
係
派
遣
／
仲
野
健
太（
総
務
課
付

主
事
山
形
県
市
町
村
課
理
財
係
派
遣
）◆

住
民
税
務
課
税
務
係
主
任
／
岸
崇
司（
住

民
税
務
課
税
務
係
主
事
）

主
事
級
◆
健
康
福
祉
課
福
祉
係
主
事
／
髙

橋
健（
地
域
整
備
課
農
村
整
備
係
主
事
）◆

教
育
委
員
会
教
育
課
社
会
教
育
係
主
事
／

渡
辺
伸
雄（
農
業
振
興
課
農
業
振
興
係
主

事
）◆
農
業
振
興
課
農
政
企
画
係
主
事
／

斎
藤
優
輝（
総
務
課
管
財
係
主
事
）◆
総
務

課
財
政
係
主
事
／
伊
藤
峻
介（
健
康
福
祉

課
福
祉
係
主
事
）◆
議
会
事
務
局
主
事

（
併
）監
査
委
員
事
務
局
主
事
／
伊
藤
優

（
教
育
委
員
会
教
育
課
社
会
教
育
係
主
事
）

◆
総
務
課
付
主
事
山
形
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
派
遣
／
菅
剛
大（
健
康
福
祉

課
介
護
医
療
係
主
事
）◆
教
育
委
員
会
教

育
課
学
事
係
主
事
／
伊
藤
俊
昭（
教
育
委

員
会
教
育
課
学
事
係
主
事
補
）
　◆
住
民

税
務
課
税
務
係
主
事
／
太
田
和
慶（
住
民

税
務
課
税
務
係
主
事
補
）◆
総
務
課
総
務

係
主
事
／
矢
口
綾
夏（
総
務
課
総
務
係
主

事
補
）◆
健
康
福
祉
課
地
域
保
健
係
主
事

／
加
藤
遼（
健
康
福
祉
課
地
域
保
健
係
主

事
補
）◆
健
康
福
祉
課
介
護
医
療
係
主
事

／
大
鳥
由
来（
健
康
福
祉
課
介
護
医
療
係

主
事
補
）◆
総
務
課
管
財
係
主
事
／
眞
見

樹（
総
務
課
管
財
係
主
事
補
）

新
規
採
用
者
◆
教
育
委
員
会
教
育
課
社
会

体
育
係
主
事
補
／
山
口
大
陽
◆
地
域
整
備

課
建
設
整
備
係
主
事
補
／
佐
藤
晴
生
◆
農

業
振
興
課
農
業
振
興
係
主
事
補
／
金
田
直

◆
ま
ち
づ
く
り
課
商
工
支
援
係
主
事
補
／

狩
野
勇
樹

退
職
者
◆
中
山
進（
総
務
課
長
）◆
高
橋
勤

（
住
民
税
務
課
危
機
管
理
室
長（
兼
）生
活

安
全
係
長
）◆
沼
澤
正（
教
育
委
員
会
教
育

課
長
補
佐
社
会
教
育
・
社
会
体
育
担
当
）

再
任
用
◆
健
康
福
祉
課
付
係
長
舟
形
町
社

会
福
祉
協
議
会
派
遣
／
髙
橋
明
彦
◆
健
康

福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
長
／

結
城
恵
美
◆
地
域
整
備
課
技
術
支
援
セ
ン

タ
ー
係
長
／
大
山
邦
博

平
成
30
年
度
人
事
異
動

平
成
30
年
度
人
事
異
動

5
5
3
8
75
5
6
7
4

7

10
6

18

11
8
2
6
14
6
1
8
5
9
9
3
2
2

14

5

13

2
3
3
3
3

54
53
27
70
67
28
45
32
29

62

60
40

164

100
68
25
56
110
54
6
80
68
56
56
27
6
5

71

32

55

9
11
19
9
8

転

入

転
出

◆教頭
野口　勝幸
（戸沢村教育委員会）

◆教諭
矢口　睦子
（再  任  用）

◆教諭
吉浦　恭介
（最上町立大堀小）

◆教諭
伊藤　敦子
（真室川町立真室川小）

◆教頭　黒坂　　亮（退職） ◆教諭　矢口　睦子（退職） ◆教諭　八城　良美（最上教育事務所）
◆教諭　小林　茂幸（金山町立明安小） ◆教諭　齊藤　頼子（戸沢村立戸沢小） ◆講師　栗田　　舞（退職）

舟 形 小 学 校

◆教頭　小林　昭一（最上町立最上中） ◆養護教諭　佐久間理恵（新庄市立日新中） ◆講師　新開　法子（退職）

◆講師　伊藤　圭一（退職）◆講師　早坂　　陽（退職） ◆主事　仁藤　裕子（退職）
転
出

平成30年度の教職員の異動をお知らせします。

◆教頭
茂庭　秀明
（教育庁スポーツ保健課）

◆教諭
佐藤　康平
（新規採用）

◆講師
佐藤　香織

◆講師
伊藤　圭一

◆養護教諭
山野由紀子
（新規採用）

◆主事
小森利恵子

舟 形 中 学 校

転

入

黄



村
美
栄
子
山
形
県
知
事
が
、
３

月
28
日
舟
形
町
を
訪
れ
、
「
知

事
と
若
者
の
地
域
創
生
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
in

舟
形
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
吉

村
知
事
と
地
域
の
若
者
た
ち
が
膝
を
突
き

合
わ
せ
て
対
話
を
行
い
、
こ
れ
か
ら
の
地

域
創
生
を
考
え
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ

れ
た
も
の
で
す
。
当
日
は
町
内
か
ら
10
名

の
若
者
が
参
加
。
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
や
、

地
域
で
行
な
っ
て
い
る
活
動
な
ど
の
視
点

か
ら
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
、
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、「
地
域
が
こ

う
な
っ
た
ら
い
い
と
考
え
る
こ

と
」「
そ
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
」
に
つ
い
て
、
フ
リ
ー
ト
ー
ク

形
式
で
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
の

み
な
さ
ん
か
ら
は
、
起
業
支
援
や
農
産
物

を
中
心
と
し
た
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
、
移
住
・

定
住
へ
の
取
り
組
み
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
や

縄
文
の
女
神
の
活
用
、
農
業
の
振
興
と
６

次
産
業
化
の
推
進
や
、
女
性
消
防
団
の
取

り
組
み
な
ど
、
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
知
事
と
の
対
談
と
い
う
こ
と
で
緊

張
し
て
い
た
若
者
た
ち
で
し
た
が
、
時
間

の
経
過
と
と
も
に
笑
顔
も
見
え
始
め
、
自

分
か
ら
発
言
す
る
参
加
者
も
出
て
く
る
な

ど
、
と
て
も
和
や
か
な
雰
囲
気
の
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
と
な
り
ま
し
た
。

吉ミ

域
を
元
気
に
す
る
た
め
に
は
、

そ
の
地
域
の
若
者
の
ア
イ
デ
ィ

ア
や
地
域
の
み
な
さ
ん
の
つ
な
が
り
が
必

要
で
す
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
参
加
し
た
み

な
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て
い
る
と
、「
地

域
を
良
く
し
た
い
」、「
元
気
に
し
た
い
」

と
い
う
強
い
気
持
ち
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
き
っ
か
け
に
新

た
な
輪
が
広
が
っ
て
い
き
、
舟
形
町
の
元

気
や
郷
土
愛
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
が

期
待
で
き
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
し
た
。

　
吉
村
知
事
は
、「
最
上
地
域
は
厳
し
い

面
も
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
素
晴
ら
し
い

も
の
も
あ
る
。
そ
れ
ら
を
町
民
、
中
で
も

若
者
の
み
な
さ
ん
の
力
で
舟
形
町
の
発
展

に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
語
り
か

け
て
い
ま
し
た
。

地

　この日、吉村知事は町内の企業と高齢者団体も訪問しました。「知事のいきいき企業訪
問」では株式会社キリウ山形を視察し、工場内部や製造工程などを見学しました。「知事の
ほのぼの訪問」では、内山地区の内山いきいき水曜会を訪れ、みなさんといきいき百歳体操
をした後、参加者と対談を行い、終始和やかな雰囲気で交流していました。

知事の 知事と若者の地域創生ミーティング知事と若者の地域創生ミーティング
in舟形in舟形「いきいき企業訪問」と「ほのぼの訪問」

（上段左から）石山健一最上総合支庁長・豊岡　美香（長者原）・八鍬　良則（紫山）・矢野　雄彦（野）・

　　　　　　　沼沢　龍（一の関）・阿部　静子（舟形第３）・出井　浩貴（西堀）

（下段左から）坂上　侑（堀内）・富樫　美貴（福寿野）・吉村美栄子知事・森富広町長・木島　真紀（堀内）・

　　　　　　　植松　路子（長沢第１）

（上段左から）石山健一最上総合支庁長・豊岡　美香（長者原）・八鍬　良則（紫山）・矢野　雄彦（野）・

　　　　　　　沼沢　龍（一の関）・阿部　静子（舟形第３）・出井　浩貴（西堀）

（下段左から）坂上　侑（堀内）・富樫　美貴（福寿野）・吉村美栄子知事・森富広町長・木島　真紀（堀内）・

　　　　　　　植松　路子（長沢第１）

参加者のみなさん参加者のみなさん

（敬称略）（敬称略）

｜広報ふながた 30.４11 広報ふながた 30.４｜10

ミーティングの様子
視察の様子 いきいき百歳体操と交流の様子

株式会社キリウ山形 内山いきいき水曜会
　㈱キリウ山形は、昭和48年に創立。自
動車部品の専門メーカーとして、主に自動
車のブレーキディスクやブレーキドラムを
製造しています。また、平成27年には
2,000万枠（約１億個製造）を達成したほ
か、平成29年には、働き方の見直しに向
けて積極的な取り組みを行なっている企業
として「ベストプラクティス企業」に選ば
れるなど、町の雇用にも貢献していただい
ています。

「内山いきいき水曜会」は、体と心の老化
防止と「通いの場」づくりとして「いきい
き百歳体操」などの活動を行なっています。
毎週水曜日の午前中に、約20名が内山地
区多目的集会所に集まり、体操の後はみな
さんで輪投げやお茶のみをするなど、楽し
みながら交流を図っています。



  

町
再
エ
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助
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：
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の
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？

Ａ
：
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含
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置
に
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と
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。

Ｑ
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数
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補
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と
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き
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か
？

Ａ
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助
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。
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に
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す
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行
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が
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。

Ｑ
：
国
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県
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補
助
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も
町
で
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請
で
き
る

　
　
の
か
？

Ａ
：
で
き
ま
せ
ん
。
補
助
条
件
が
違
う
の
で
、

　
　
そ
れ
ぞ
れ
の
窓
口
で
個
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に
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し
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く
だ
さ
い
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Ｑ
：
補
助
金
は
１
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限
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か
？

Ａ
：
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内
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以
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で
あ
れ
ば
、
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置
ご
と
に
何
回
で
も
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で
き
ま
す
。

　
（
例
：
６
月
に
太
陽
光
発
電
設
備
、
９
月

　
　
に
薪
ス
ト
ー
ブ
、
翌
年
２
月
に
薪
ス
ト
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ブ
１
台
追
加
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Ｑ
：
補
助
該
当
は
新
設
の
場
合
の
み
か
？

Ａ
：
交
換
や
機
能
強
化
も
含
み
ま
す
。
た
だ

　
　
し
、
既
存
設
備
の
撤
去
費
は
対
象
外
。

Ｑ
：
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
と
、
ど
ち
ら
が
有

　
　
利
か
？

Ａ
：
施
工
が
県
外
業
者
の
場
合
は
、「
再
エ

　
　
ネ
補
助
金
」
し
か
該
当
し
ま
せ
ん
。

　
　
な
お
、
両
補
助
金
と
も
事
前
申
請
と
な

　
　
り
ま
す
の
で
、
不
明
な
場
合
は
申
請
前

　
　
に
担
当
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

｜広報ふながた 30.４13 広報ふながた 30.４｜12

活用設備の導入に します
再生可能エネルギー

舟形町再生可能エネルギー設備等導入設置費補助金の概要

活用設備の導入に補助します活用設備の導入に します
　町では、エネルギー問題や、地球温暖化防止への対応として、家庭や事業所に太陽光発電設備や
風力発電設備、ペレットストーブ等を設置する経費に対して補助金を交付しています。雪氷熱エネ
ルギーや大地熱エネルギーの設備も対象としており、幅広いメニューで活用できます。

▼目的／地球温暖化防止（CO2 削減）、
　　　　循環型社会の構築

▼対象／家庭や町内事業所への設置者で、税等
　　　　の滞納のない世帯または事業者

▼期間／平成31年３月末まで

▼問い合わせ／舟形町まちづくり課企画調整係
　　　　　　　☎（32）2 1 1 1（内線356）

▼交付基準／

※△は太陽熱・風力発電・ガスコージェネレーションとなり
　ます。詳細は県へ問い合わせください。

県補助

○

○

×

○

△

　　 補助対象設備

太陽光発電設備

木質バイオマス燃焼機器
（ペレット、チップ、薪等）

雪氷熱利用設備

大地熱利用設備
（単なる散水は除く）

その他（町長が認めたもの）　
太陽熱、風力発電、
小水力発電　など

　　 町補助金額

最大出力１kwあたり
３万円
上限12万円

購入設置費の６分の１
上限10万円

設備経費の５分の１
上限100万円

設備経費の５分の１
上限100万円

　
設備経費の10分の１
上限20万円



わ だ い ②

わ だ い ① ま
ち
の
わ
だ
い

わ だ い ⑥

わ だ い ⑤

わ だ い ④

今年１年の成果を発表

わ だ い ③

　4月19日、ほほえみ保育園でかもしかクラブ発会
式が行われ、舟形町交通安全母の会（会長 斎藤和子
さん）より、今年入園した園児たちにかもしかクラ
ブのバッジが贈られました。
　かもしかクラブのリーダー八鍬和泉さんは、「道
路の歩き方などを勉強し、交通事故に遭わず元気に
過ごしましょう」と子どもたちに話していました。
子どもたちは、安全に生活するために、きまりを守
る大切さを一年間かけて学んでいきます。

交通ルールを学びましょう

　４月10日、舟形町と東北電力㈱新庄営業所との災害
時の協力に関する協定の締結式が行われました。式に
は関係者６名が出席し、森町長と及川新庄営業所長が
協定書に調印しました。
　この協定は、町民が安心・安全に生活できるように
と結んだもので、地震や台風等による大規模な停電等
が発生した際に、町と東北電力㈱が連携して、電力設
備の迅速かつ円滑な復旧を図ることを目的としていま
す。

東北電力(株)と協定を締結

　３月27日、仙台市五橋中学校出身の榎森遼さん
と津田光哉さんが、３年前に民泊でお世話になっ
た眞見修一さん（舟形第４）を訪れました。
　現在高校生となった２人は、３年前の思い出を
語りながら、食事を共にしたり、若あゆ温泉に行
くなど、懐かしの舟形を満喫していました。また、
２人とも冬の舟形に来るのは初めてとのことで、
「雪かきがこんなに大変だとは思わなかった」と
話してくれました。

3年前を思い出しながら

　４月12日、長沢集学校（旧長沢小学校）で長沢
集学校開校１周年記念イベント「報道関係者・住
民向けIT化事業計画発表会」が行われました。
　発表会では、リングロー㈱の碇敏之社長から、
１年間の活動の報告や今後の事業展開が説明され
ました。日ごろから長沢集学校を利用している町
民からは、「これからもお年寄りから子どもまで
集える場所として利用していきたい」などの意見
が出されました。

長沢集学校１周年記念

▶卒園する園児35名に、ブナ材を使
用した積み木「ekubo」を贈りました。

園児に積み木を贈呈
３

27

　３月26日、保健センターで、地域おこし協力
隊員２名と集落支援員２名による活動報告会が行
われました。鮎の飼育・放流の活動や、舟形町で
の生活で感じたことなどについて、それぞれの立
場から工夫を凝らしての発表がありました。
　特に協力隊の２名からは、移住者ならではの視
点で、舟形町の良いところや今後の活動につなが
ることなどが発表され、参加者から様々な質問や
意見が出されていました。

新副町長が選任されました

　舟形町議会３月定例会において、副町長の選任を求める議案が
提出され、山形県環境エネルギー部環境企画課副主幹兼課長補佐
の庄司雅人氏（51歳）が、議会の同意を得て副町長に選任されま
した。
　庄司氏は、昭和42年生まれで三川町出身。独協大学法学部を
卒業し、平成元年に山形県職員に採用され、総務部秘書広報課報
道専門員、教育庁総務課課長補佐等を歴任し、４月１日付で副町
長に就任しました。庄司副町長は、「『住んでいる人が誇れるまち、
豊かな舟形』の実現に向けて全力を尽くしたい。」と述べました。

信夫正己さん（洲崎）

▶４月１日付で、新たに舟形町学校
教育指導主幹になりました。

４
１

▶「舟形町のみなさんの安全・安心の
ためがんばります。」と話していました。

舟形駐在所に新たな駐在さん
４
１

細田陽嗣巡査長
学校教育指導主幹
渡辺正さん（西堀）

▶町長から町の教育委員に任命さ
れました。任期は４年です。

４
１ 教育委員に任命

大類奈保子さん（舟形第３）

｜広報ふながた 30.４15 広報ふながた 30.４｜14
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▼
舟
形
町
Ｈ
Ｐ  http://w

w
w
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n.funagata.yam

agata.jp/

　昭和50年4月に初当選、
昭和62年まで12年間町
議会議員を務められまし
た。

〜
旭
日
単
光
章
〜

柿﨑　寿幸さん
（富田第２）

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

高
齢
者
叙
勲

高
齢
者
叙
勲

平成30年三月場所
エディオンアリーナ大阪（大阪府）
3月11日～25日

今場所は初日から
休場でした。
来場所に期待しま
しょう。

琴福寿野勝太さん（福寿野出身）
東三段目６

今場所の琴福寿野さん



新
刊
書
の
紹
介

（
舟
形
町
中
央
公
民
館
図
書
室
）　時代の波に押され、閉店の噂が飛び

交う星野百貨店。長年愛されてきた百
貨店を守ろうとする従業員たちと、館
内に住むとされる不思議な白い猫が織
りなす魔法のような物語です。

　もうすぐ春が来るはずが、街はまだ
灰色。「自分たちで街を春にしよう」と
いう男の子の一声で街中に春を描いて
いきます。自分の力で春を呼び込もう
とする人々の姿に、前向きになれます。

は
る
が
き
た

ジ
ー
ン
・
ジ
オ
ン
／
著

百
貨
の
魔
法

村
山

　早
紀
／
著

～町中央公民館図書館
　　　　蔵書　8,544冊～
本はいろいろなことを教えてくれます。
本はいろいろなことを考えさせてくれます。
本は感性を良く磨き、刺激を与えてくれます。
本を読んであげると、子どもは笑顔になります。
方法は簡単！
図書カードを作るだけ

忘れずに納税しましょう。

５月１日（火）まで

◆軽自動車税

資格取得を応援します
～舟形町資格取得支援事業～

　求職者の雇用促進と労働者の技能向上や離職者の再就職を支援するため、就職や仕事に役立つ資格・免許
の取得に要した経費の一部を助成します。
▼対象資格等／国家資格・国家検定（技能検定）
　　　　　　　例：社会福祉士・介護福祉士・衛生管理者・大型特殊自動免許・電気主任技術者など。
　　　　　　　※ただし、普通自動車免許、普通自動二輪車免許、大型自動二輪車免許、準中型自動車免許、
　　　　　　　　原動機付自転車免許を除く。
▼対象要件／平成30年度内に補助対象経費の支払いが完了し、資格を取得（登録まで完了）した、町内に
　　　　　　住所を有する満70歳までの方。ただし、同一年度１人１回限りとする。
　　　　　　・ハローワークに求職登録をした方　・非正規雇用者　・町内事業所に勤務している在職者
　　　　　　※経費を在職者が負担した場合は、本人申請。
　　　　　　※経費を事業主が負担した場合は、事業主による申請。ただし、経営者を含み、１事業所につ
　　　　　　　き同年度３名まで。
　　　　　　・町外事業所に勤務している在職者　　・高等学校、専門学校等に在籍している学生
▼対象経費／資格取得の要件となる講習等の受講受験料、資格の登録料 など
▼補 助 金／対象経費の１/２以内で10万円上限
▼問い合わせ／舟形町まちづくり課商工支援係　☎（32）2111（内線354）

17 16

あなたの声をお寄せください

まちづくり課 企画調整係
☎（32）2111（内線357）

　まちの話題、疑問、質問、
提言、意見のほか、会員募
集やリサイクル情報（譲り
たい、譲ってほしい）、イ
ラストなど何でも結構です。
　広報紙上でできるだけ紹
介します。

５月の納期

タバコは町内で買いましょう。
２月のタバコ税は1,612,611円

５月の舟形若あゆ温泉の
休館日は、9日㈬

｜広報ふながた 30.４ 広報ふながた 30.４｜

　町外で学生生活を送る方の中には、舟形町や最上地域の企業など
への就職を希望する方がたくさんいらっしゃいます。
　舟形町では、地元就職を希望する学生への支援と優秀な人材確保
を目的に、希望する方に毎月「広報ふながた」を無料送付します。
地元の旬な話題からお役立ち情報まで、町広報紙ならではの情報が
満載です。
　　　▼対象者／町外に住んでいる学生で18歳から22歳までの方
　　　▼発行日／毎月第４金曜日発行

氏　名：　　　　　　　　　　　　　　　（代理の方　　　　　　　）　

年　齢：　　　　　　歳　　　　生年月日：　　　　年　　　　月　　　　日　

送付先住所：〒　　　　　　　　　 　　　 　　　　　　　　　　

学校名･学年：   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （　　　　年）

希望期間：　　　　年　　　　月まで

電話番号：　　　　　　　　　（　　　　）

▼申込み・問い合わせ／舟形町まちづくり課企画調整係　☎（32）2111（内線357）

ふりがな

広 報
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堀
）

千
風
会
【
「
五
輪
」
日
本
国
・
東
北
の
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
】

金
メ
ダ
ル
胸
に
輝
く
羽
生
結
弦
耐
え
た
名
技
に
国
民
栄
誉
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
森
　
　
　
勝
　
広
（
舟
形
第
四
）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
う
る
平
野
歩
夢
の
目
未
来
を
め
ざ
す
賢
き
語
り

　
　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
畠
　
山
　
ひ
ろ
み
（
木
　
　
友
）

「
そ
だ
ね
ぇ
」
と
方
言
ま
る
出
し
ほ
っ
こ
り
と
強
打
の
カ
ー
リ
ン
グ
女
子
輝
く
メ
ダ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
小
　
野
　
光
　
子
（
真

木

野
）

目
を
閉
づ
る
羽
生
の
ジ
ャ
ン
プ
の
た
び
ご
と
に
あ
な
た
と
同
じ
十
字
を
切
っ
て

　
失
敗
せ
ぬ
よ
う
目
を
閉
じ
十
字
を
切
る
私
。
結
弦
く
ん
の
一
挙
一
動
の
そ
の
仕
草
に

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し
て
の
崇
高
な
る
精
神
を
感
じ
る
。
あ
な
た
を
育
む
父
・
母
と
は
ど

ん
な
深
い
思
想
の
持
主
か
と
敬
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
沼
　
澤
　
千
鶴
子
（
鶴
陽
）（
舟
形
第
四
）

平
昌
五
輪
の
日
本
は
金
な
れ
ど
ア
リ
ラ
ン
身
に
沁
む
併
合
の
過
去

　
ア
リ
ラ
ン
＝
朝
鮮
の
古
い
民
謡
（
哀
愁
た
だ
よ
う
唄
）

　
併
合
＝
朝
鮮
（
韓
国
）
は
日
本
の
植
民
地
と
さ
れ
た
過
去
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
景
　
山
　
晃
　
佑
（
仙

台

市
）

俳
句

春
日
和
会
ふ
人
ご
と
の
笑
顔
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
佐
　
藤
　
孝
　
子
（
舟
形
第
二
）

春
一
番
傷
跡
残
し
空
真
青

　
　
　
　
　
　
　
　
長
沢
俳
句
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
昭
　
子
（
長
沢
第
一
）

滴
り
の
リ
ズ
ム
を
刻
む
雪
解
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
長
沢
俳
句
会
　
　
　
　
大
　
場
　
小
夜
子
（
内
　
　
山
）

手
術
せ
し
犬
と
添
い
寝
の
春
の
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
長
沢
俳
句
会
　
　
　
　
柏
　
木
　
伸
　
子
（
長
沢
第
三
）

あ
は
あ
は
と
波
た
た
み
行
く
春
の
海

　
　
　
　
　
　
　
　
長
沢
俳
句
会
　
　
　
　
髙
　
橋
　
ふ
き
子
（
長
沢
第
三
）

雪
解
や
顔
を
出
し
た
る
六
地
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
真
　
見
　
七
　
生
（
舟
形
第
四
）

燭
満
た
し
祈
り
に
暮
る
ゝ
イ
ー
ス
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
ロ
ー
マ
俳
句
ク
ラ
ブ
　
　
井
　
上
　
淳
　
子
（
ロ
ー
マ
市
）

ベ
ラ
ン
ダ
に
盛
る
胡
蝶
花
ト
リ
ノ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
ロ
ー
マ
俳
句
ク
ラ
ブ
　
　
井
　
上
　
　
　
笑
（
ロ
ー
マ
市
）

行
く
春
の
愁
ひ
を
人
に
つ
と
ふ
べ
し

　
　
　
　
　
　
　
ロ
ー
マ
俳
句
ク
ラ
ブ
　
　
山
　
根
　
　
　
緑
（
ロ
ー
マ
市
）

　
当
季
三
つ
物
（
連
句
）

如
月
や
不
要
不
急
は
老
の
常

　
現
に
聞
く
は
種
を
選
る
こ
へ

新
草
の
伸
び
る
に
任
す
庭
あ
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
北
陽
社
　
　
　
　
　
　
井
　
上
　
玲
　
虹
（
　

野

　
）

　
付
合
句

春
宵
や
遠
見
の
空
の
街
明
か
り
　
　
　
　
　
大
　
沼
　
寿
　
生
（
山

形

市
）

　
今
降
り
さ
う
な
星
の
数
々
　
　
　
　
　
　
井
　
上
　
玲
　
虹
（
　

野

　
）

舟
形
文
芸
ひ
ろ
ば



｜広報ふながた 30.４19 広報ふながた 30.４｜18

平成30年度　交通安全県民運動

＜H30年度　期間を定めて実施する運動＞

「よく見て  確認  ゆとり行動」「よく見て  確認  ゆとり行動」交通安全 県民運動

【目　　的】　春は、交通ルールに不慣れな新入学児童(園児)や、運転未熟な新社会人等が、新たに道路交
　　　　　　通に参加し始め、さらに高齢者の屋外での活動が活発化することから、交通事故の多発が懸念
　　　　　　されます。
　　　　　　　このことから、広報啓発を通じて広く町民に交通安全思想の普及・浸透を図るとともに、積
　　　　　　極的に交通安全教育等を推進して交通ルールの遵守を習慣付けることにより、交通事故防止の
　　　　　　徹底を図ります。

長　　尾

内　　山

舟形第２

舟形第４

堀　　内

えんじゅ荘

えんじゅ荘

55（京　子）

88（美喜子）

78（昭　子）

83（美枝子）

88（嘉　久）

94（本　人）

88（本　人）　

八鍬　庄助

伊藤　みわ  

楢澤　英也

沼澤　正豊

加藤　喜良

渡邉　一平

庄司　京子

（世帯主）◆□おくやみ申しあげます

　ここでは書ききれない日々の活動や暮らしで感じたことをフェイスブック
で公開しています。ご意見・応援のメッセージなどをお寄せください。
舟形町地域おこし協力隊「こぶし」
https://www.facebook.com/funagata.kyoryokutai/

～地域おこし協力隊員のつぶやき～～地域おこし協力隊員のつぶやき～

　地域おこし協力隊の長江亨、渡部航です。
　このコーナーでは、私たちが舟形町の魅力を発見し、地域のみなさん
にお伝えしていきます。
　今月は、渡部隊員の活動を紹介します。

～Vol.73～

今月の渡部隊員

ふ な こ い

舟恋舟恋

鮎に餌をあげています

３月２日～４月１日届出分

○掲載を希望される方は、届け出の

　際にお申し出ください。

◆現在の職業は？………………

◆自分を一言で？………………

◆夢は？…………………………

◆趣味は？………………………

◆尊敬する人は？………………

◆舟形町の良いところは？……

◆10年後の舟形町は？………

◆成人式を迎えるにあたって一言…

大学生

慎重

地域に貢献できる仕事に就く

野球観戦、ラーメン屋巡り、運動

元プロ野球選手の黒田博樹さん

おだやか、人が優しい

今と変わらずおだやかな町だと思う

大人として自覚を持ち、新しいことに

どんどん挑戦したいです。

camera 
 angle

camera 
 angle

庄司　貴明さん（舟形第４）
たかあき

男

女

計

世帯

人口と世帯

：2,665人
：2,801人
：5,466人
：1,884世帯

（-13）
（-５）
（-18）
（＋3）

（  ）は前月比

（現在）

選挙人名簿登録者数

男性　2,288人
女性　2,439人 計4,727人

(３/１現在）

３
31

成人式を迎えます！成人式を迎えます！ 11

2018 5月

舟形若あゆ温泉よりお知らせ 観光物産センターめがみよりお知らせ

午前11時30分～11時45分ころ
午前10時45分～11時ころ
舟形駅のソフトクリームお休みの日

［火］
［水］

JR舟形駅内のえきカフェでは、
お蕎麦のほかにソフトクリームや
クリームソーダ等も販売しています♪

ドライフラワーで作るコサージュ教室です♪

ドライフラワーのコサージュ作り教室

わくわく☆こどもの日♪♪
カップポップコーン無料プレゼント！鮎の店頭販売
②5/5（土）午前10時～午後５時①5/3㈭～5㈯

　 午前11時～午後3時

③5/20（日）午後2時～4時

定員：8名（要予約）　参加費：2,000円（スイーツ付）

パッチ
ワーク

パッチ
ワーク

●申込み・問い合わせ：舟形駅（舟形町観光物産センターめがみ）☎（32）3302（午前8時30分～午後5時）

『ぽっぽ舎通信』は、舟形駅の「観光物産センターめがみ」からイベント情報等を毎月発信するコーナーです。

　３月26日に、地域おこし協力隊活動報
告会があり、住民のみなさんへ私の１年間
の仕事内容など発表させていただきました。
その中で昨年の鮎の放流尾数について質問
がありましたが、正確にお答えできなかっ
たので、この場を借りてお答えします。昨
年は最上町から舟形町の36ヵ所に、合計
で約51万３千尾の鮎の放流を行いました。
　なお、漁協では３月中に稚鮎の池入れが
終わり鮎の飼育が始まっています。元気で
大きな鮎を育てられるようがんばります。

住民税務課　No.396

□お誕生おめでとう◆

1 1 1 ２

3

５

富田第１ 斎藤　希愛（　 　）好　郎
美　香

の　あ

堀　　内

舟形第２

　富樫　庸輔
（伊藤）　唯

木　　友

木　　友

　阿部　賢一
（中川）由美

□ご結婚おめでとう◆

　　　　　　 運　　動　　名

春の交通安全県民運動（春の全国交通安全運動）

“明るいやまがた” 夏の安全県民運動

秋の交通安全県民運動（秋の全国交通安全運動）

高齢者の交通事故防止推進強化月間

飲酒運転撲滅・冬道の事故防止強化旬間

　　　　　　　　 期　　　　　間

　　４月　６日（金）～　１５日（日）

　　７月２０日（金）～　８月１９日（日）

　　９月２１日（金）～　３０日（日）

　１１月　１日（木）～　１０日（土）

　１２月１１日（火）～　２０日（木）

　 　 １ ２ ３ ４ ５

６ ７

151413 16 17 18 19

12８ ９ 10 11

222120 23 24 25 26

29 302827

月 火 水 木 金 土日



　
み
な
さ
ん
お
花
見
は
さ
れ
ま
し

た
か
。
今
年
は
一
気
に
暖
か
く
な

り
、
つ
ぼ
み
だ
っ
た
桜
も
す
ぐ
に

満
開
と
な
り
ま
し
た
。
や
っ
と
春

が
来
た
な
と
感
じ
ま
す
。

　
私
も
新
年
度
を
迎
え
、
昨
年
で

き
な
か
っ
た
こ
と
や
、
新
た
な
こ

と
に
も
挑
戦
し
て
い
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。
　
　
　
　
　 

（
な
お
）

広報ふながた 30.４｜20

縄文時代の風景「創作」
（うきたむ風土記の丘考古博物館）

押出遺跡（高畠町）のイメージ
（うきたむ風土記の丘考古博物館:蔵）

国宝土偶「縄文の女神」が生まれた、縄文時代や縄文文化などをシリーズで紹介していきます。

【縄文時代のイメージ】
　縄文時代は比較的温暖な気候で、植物食を中心に豊か
で安定した定住生活を送っていたと思われます。これま
での縄文時代は、貧しい小さな集団が狩りなどをしなが
ら、その日暮らしの生活を送っていたというイメージが
強調されてきたように思われますが、鹿児島県上野原遺
跡や青森県三内丸山遺跡の調査により、約9,000年以
上前という早い時代から巨大な村がつくられていたこと
や、北海道、中部、北陸地方まで広い交易圏を形成した
社会があったことなどが明らかになっています。
　縄文時代の始まりは約12,000年前といわれています。
縄文人は、繊維が堅く、毒やアクのある植物や木の実も、
土器を発明して煮沸することによって解決したといわれ
ており、大型動物から植物中心へと食生活の変化に伴っ
て集落がつくられ定住生活が始まりました。

　縄文Ｑ＆Ａ
Ｑ．言葉はあった？
Ａ．大きな建物を建てたり、巨大な石を動かしたりして
　　いるので、協力して生活するために言葉はあったよ
　　うです。ただ、どのような言葉を話していたかは分
　　かりません。

〜
今
月
の
縄
文
の
女
神
〜

　
４
月
22
日（
日
）、
山
形

県
立
博
物
館
で
国
宝
「
縄
文

の
女
神
」
展
示
解
説
会
が
行

わ
れ
、
め
が
み
ち
ゃ
ん
も
出

演
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
縄

文
の
女
神
」
の
魅
力
を
感
じ

て
も
ら
う
た
め
に
企
画
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
次
回
の
開
催

▼
日
時
／
６
月
10
日
（
日
）

▼
場
所
／
山
形
県
立
博
物
館

▼
参
加
費
／
無
料

※

入
館
料

成
人
300
円
　
学
生
150
円

▼
問
い
合
わ
せ
／

山
形
県
立
博
物
館

☎
０
２
３
（
645
）
１
１
１
１

P
ublic R

elation
s F
un
agata

編
集
・
発
行
／
舟
形
町
役
場
ま
ち
づ
く
り
課

〒
999ー

4601   山
形
県
最
上
郡
舟
形
町
舟
形
263

tel.0233(32)2111  fax.0233(32)2117
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
  kikakupr@

tow
n.funagata.yam

agata.jp
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
  http://w

w
w
.tow
n.funagata.yam

agata.jp
2018  A
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～5月の主な行事予定～

春季消防演習（本町通り・アユパーク）

小学校運動会（舟形小学校）

町教育講演会（中央公民館）

5日

27日

30日


